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FK037に 関す る基礎 的検討
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新 し く開 発 され た セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 系 抗 生 剤FKO37の 血 液 由 来Staphyloccus aureus, Es-

cherichia coli, Klebsiella pneumoniaeな ら び に 、Pseudomonas aeruginosaに 対 す る最 小 発 育

阻 止 濃 度(MIC)を 測 定 した 。S.aureus 52株 の う ち36株 はmethicillin (DMPPC)の MICが

12.5μg/ml以 上 でmecA遺 伝 子 陽 性 のmethicillin-resistant S.aurezts (MRSA)で あ っ た が,

これ ら に対 す るFK037のMICは6.25μg/ml以 上 で あ っ た 。しか し,DMPPCのMICが 6.25

μg/ml以 下 で あ るS.aureus 16株 に 対 す る 本 剤 のMICは0.2～6.25μg/mlで あ り,cefpiro-

me(CPR), cefuzonam (CZON)に は や や 劣 る も の の,cefclidin (CFCL)よ りは優 れ て い た 。

な お,こ の 中 に は8株 のmecA遺 伝 子 陽 性 株 が 含 ま れ て い た 。E.coli 19株 お よ びK.

pneumoniae 8株 に 対 し て はFK037は い ず れ も0.025μg/ml以 下 ～0.2μg/mlの MICで,

CPRに は 若 干 劣 る もの のCZONお よ びCFCLよ りは優 れ て い た 。P.aeruginosa 28株 に 対 し

て はFK 037は0.39～100μg/ml以 上 のMICで あ っ た が,MIC50は1.56μg/ml, MIC80は

3.13μg/ml,MIC90は50μg/mlで,25株 に 優 れ た 抗 菌 力 を 示 し,CFCLに は 劣 る も の のCPR

お よ びCZONよ り は優 れ た抗 菌 力 で あ っ た 。
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新 しく開発 されたセファロスポ リン系抗生剤1)で あ

るFK037の 基 礎的検討を行 う目的で主要分離菌 に対

する抗菌力をcefpirome (CPR:ヘ キ ス トジャパン株

式会社),cefuzonam (CZON:日 本 レダリー株式会社)

お よびcefclidin (CFCL:エ ー ザイ株式会社)を 比較

対照薬剤 として検討 した。供試菌株 としては,慶 磨義

塾大学病院中央臨床検査部微生物において血液培養検

体 より1989年 か ら1991年 にかけて分離同定 したSta-

phylococcus aurezes 52株,お よ び1991年 か ら1992

年 に か けて 分 離 同 定 したEscherichia coli 19株,

Klebsiella pneumontae8株 な ら び にPseudomonas

aeruginosa 28株 を使用 した。なお,52株 のS.aurezes

はす べて以前報告 したPCR法2)に よ りmecA遺 伝 子

の有無 を検査済みの株 を使用 した。最小発育阻止濃度

(minimum inhibitory concentration: MIC)の 測 定

は日本化学療法学会標準法3)に 従い寒天平板倍数希釈

法で行った。但 し,接 種菌量 はMuellerHinton broth

(BBL)に よる一昼夜培養菌液の100倍 希 釈菌液 を使

用 した。寒天培地の作成にはMueller-Hinton agar

(BBL)を 使 用 した。FK037お よび比較対照薬剤なら

びにS.aureusに 対 す るMICを 知 る目的で使用 した

methicillin (DMPPC:萬 有 製薬株式会社)は,各 々当

該各社より力価の明らかな標準品の提供を受 けて使用

した。

各菌種別のMIC測 定成績 をTable1, 2に,そ のま

とめをTable 3に 示 した。

S.aureus 52株 の う ち36株 はDMPPCの MICが

12.5μg/ml以 上 で,mecA遺 伝 子陽性 のmethicillin-

resistant S.aurezes (MRSA)で あ ったが,こ れ らに対

す るFKO37のMICは6.25μg/ml以 上 であ り,比 較

対照薬剤のMICも 高 値であった。なお,対 照薬剤 との

比較では最 も低いMICを 示 した。DMPPCのMICが

6.25μg/ml以 下 のS.aureus 16株 に 対 す る本 剤 の

MICは0.2～6.25μg/mlに 分 布 し,MIC50は 1.56

μg/mlで あった。 また,MIC80, MIC90は そ れ ぞれ

3.13, 6.25μg/mlで あ り,CPR, CZONに はやや劣る

ものの,CFCLよ りは優れた抗菌力であった。なお,

この 中に は8株 のmecA遺 伝 子 陽性株,す なわ ち
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Table 1. MICs of FK037 and other cephems against Staphylococcus aureus

Table 2. MICs of FK037 and other cephems against gram-negative rods

occult-resistant type4)が 含 まれ て い た(Table1, 3)。

こ れ ら8株 に対 す るFKO37のMICは0.2～6.25 μg/

mlに 分 布 し,CPR, CZONお よ びCFCLで は お の お

の0.1μg/ml以 下 ～6.25μg/ml, 0.1～12.5 μg/ml,

お よ び3.13～50μg/mlに 分 布 して い た 。

E.coli 19株 に対 し て,FKO37は0.025μg/ml以 下

～0 .2μg/mlのMICで,MIC50は0.05 μg/ml, MIC90

は0.1μg/mlで あ り,E.coliに 対 す る本 剤 の 抗 菌 力

は,MICO.025μg/ml以 下 ～0.1μg/mlに 分 布 し て い

たCPRに は 若 干 劣 っ て い た が,そ の 分 布 が 各 々

0.05～0.39μg/mlあ る い は0.05～0.2μg/mlで あ る

CZONな ら び にCFCLよ りは 優 れ て い た 。

K.pneumoniae 8株 に 対 し て もFKO37は 0.025

μg/ml以 下 ～0.2μg/mlのMICで あ り,MIC50は

0.05μg/ml,MIC90は0.2μg/mlで あ り,E.coliに 対

す る と 同 様MIC90が0.1μg/mlで あ るCPRに は 若

干 劣 る も の の,MICの 分 布 が 各 々0.05～0.39μg /ml

あ る い は0.1～0.39μg/mlで あ るCZONあ る い は

CFCLよ り は優 れ て い た 。

P.aeruginosa 28株 に 対 し て はFKO37は 0.39 ～

100μg/ml以 上 のMICで あ っ た 。 し か し,MIC50は

1.56μg/ml, MIC80は3.13μg/mlで あ り,MIC90は

50μg/mlで あ っ た 。 す な わ ち25株 に優 れ た 抗 菌 力 を

示 し て い た 。 他 剤 との 比 較 で はMIC90が1.56 μg /ml

で あ っ たCFCLよ りは 劣 っ て い た 。 し か し,MIC50が

3.13μg/mlか つMIC80が6.25μg/mlで あ るCPR

よ り 若 干 優 れ,MICが6.25μg/ml以 上 を 示 し た

CZONよ り は は る か に 優 れ た 成 績 で あ っ た(Table 2,
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Table 3. Antibacterial activity of FK037 and other cephems

3)。

以上の結果より,本 剤は今後これら菌種に対する感

染症に対 して臨床的検討を重ねていく価値のある薬剤

と考えられた。
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The in vitro activity of FK037, a newly developed cephalosporin antibiotic in Japan, was studied 

by determining minimum inhibitory concentration (MIC) using the agar two-fold dilution method. 

All the strains used for this study were isolated from blood of patients admitted to Keio University 

Hospital between 1989 and 1992. The range of MIC of FK037 against 36 strains of Staphylococcus 

aureus with the mecA gene, against which the MIC of methicillin (DMPPC) was 12.5 ƒÊg/ml or more, 

was from 6.25 to 50 ƒÊg/ml. The MIC of FK037 against 16 strains of S. aureus, against which the MIC 

of DMPPC was 6.25 ƒÊg/ml or less, was, however, ranged from 0.2 to 6.25 ƒÊg/ml. Out of these 16 

strains, 8 strains had the mecA gene. FK037 was more active than cefclidin(CFCL) and less active 

than cefpirome (CPR) and cefuzonam (CZON) against these 16 strains. The range of MIC of FK037 

against 19 strains of Escherichia coli, 8 of Klebsiella pneumoniae and 28 of Pseudomonas aeruginosa

were 0.025 or less to 0.2 ƒÊg/ml, 0.025 or less to 0.2 ƒÊg/ml and 0.39 to 100 ƒÊg/ml or more, respec-

tively. FK037 was more active than not only CZON but also CFCL against E. coli and K. 

pneumoniae. FK037 was, however, less active than CPR against these organisms. FK037 was more 

active than CPR and CZON but was less active than CFCL against P. aeruginosa.


